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今年の7月i6恥ら21曝鳩イギリ’スのC・anfi・ld

にある航蜜大學を會場にしてtt、欧州でははじめての國際

自動制御會議が開かれた…
　主催はイギリx政府めD・S・1・R（Departmept　of　Sci・

entific　and　Industfial　Research，讐學と農學を除く自

然科學の振興を目標にして1916年に設立された機關）

であり，Birmingham大學の’A・Tustin教授を準備委

屓母として計甕された．
　自動欄御はおどろくぺき灘で進歩中の薪じい重要分

野だから，その代表的研究者を廣く潭界各國から招いで
大會を開鳶，しゃ魂會期中は合宿して自由な討論を行う

ことによつで有意義な成果を得ようというのカミこの會議

のねらいであつた．　　　　．　　’・　　　　　　　ゼ
　筆者はA．Tustin教授からこの會議への招ををうけ・
D．S工R．　i｝，東京の英國大使館へ手配してくれた・しかし

會議への出襲に間に合う期日までには，筆者の申出に封

し目本政府から何の回答もなかつた・したがつて以下は，

D．S．1．R．から筆者へ贈られた會議次第書（14頁の小冊

子）によつて，この注目すべき會議の概要を紹介する。

　これにょると會議に信各國の專門家が参加し，基礎理

論の研究からプロセス制御など工業の鷹用面Kいたるも
のまで，廣く自動制御の全分爵にわたる新しV・数々の進

歩を物語る論文を畿表する．さぢに會期中の2晩は，人
燈およ跳経濟界の自動制御論rc豫定されてV・う・

1第1日はD．SI！馬長官の挨拶と，アメリカMl．T・　D・

サーボ機構研究所長G．S．　Brown教授の講演，“注目す’

べき教育厘目たる閉回路工學’で幕を開く．

　1第2日以降は午前9・15r10・45，11・15－12・45，・午後2・00°

，－
R．30，3．50－5．20，の4部，rc　lp　P＞　2v，それぞれの時間内に

最大3題目までの研究叢表がある．たS“し講演は前刷に

ついて要貼を指摘する程度にどどめ，大部分の時間が討
論に向けられるよう計垂しである．　・・　　，
　つぎにプログラムの大要を紹介する：

　第2日，、一般理論　　　　　　1

　1部　安定判別（スイス，LS・Dzung），安定度判別
お．よびHurwitz多項式の根の算定補助手段としての減

衰度（ドイツ，A．　Leonhard＞・

　2部　サ・一ボ系の周波特性と李均2乗偏差の關係（イ
ギリス，J．　H・　Westcott），サPボ系最適特性の一問題

《イギリXs　J・M・Layton）・

　3部　電解槽鷹用のサーボ設評（イギリス，A．RBooth・

royd他1），傳達かん撒法の一般化（カナダ，　N・L・

Kusters　他1）．

　4部サrボ界への統計論の磨用（フランx－，M．J．
P61egrin），ノイズなどがあるときの最適鷹答の決定（イ

ギリス，s．　Jones）・

　第3日　プロセス制御
　1部　定常朕態理論のプロセス制御への磨用（アメリ

カ，H・T・Marcy他1）；プロセス剃御の諸問題（イギ．

りろN．Ream）．
　2部　i空氣式自動調節計の特性（イギリス，A．R．
Aikman他1），窒氣式自動調節計の解析（オランダ，
工M．L　Janssen）．

　Pt…㌔ツ∵略…1弼　際慧τ聯饗警照響
　　　　　　　　　　　　　、．　生産薪，究

　　3部瞼禺および流動teくれの影響（イギリス，　A・K

　Aikman），プロセス用サーボの検討（アメリカ，　W・H・

　Howe）．
　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　4部　プロセス制御に關する討論　　　　　　　tL
　　夜の部　閉回路理論の纏濟系への癒用（イギジス，J．

　R。N．　StoneおよびA，　1　Tustin），　　　　　　　　，．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、t
　　第4．日　非線型問題　　’　　　　　　　　、

　　1部　非線型制御回路解析序説（イギリス，W・E・
　Sc6t’t），非線型系に關する一般力學の定理若干（イギリ・

　ス，E・C・Cherry）・　　　　　　．　＾
　　2’蔀．非線型制御系の線型化（ブランス・J・Loeb）・1

　オンオフサ帥ボ機構の安簿化（でギリス・A・雑Ugtl¢y

　他1）．　’　　　　　　・
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

・　3部　非線型現象の展望およびそれらと剃御系との關
蓮（・ランス，N・Min・rs，ky，），’t非線型蘭若干破定

　判別（アメリカ，R・W・Jarves）・，　　　　　　　　　　’
　　4部　lj‘　・・ボ系の摩擦によるがたつきs（二fギ9ス・、距

　D．Harmet），ノ予ックラッシュのある系の傳達かを藪解　　　　・

　析（イギリス，J。　Liversidge）．’　　　　　㌦
　　筏の部　人髄の自然調節（イギリス，’J・Young）．、

　　第5日t1，．2部，間訣動作系；サンプリングサ←蔚
　特性（イギリス，C．1…1．　Smith他2），機械計算法（アメ

　リヵ，G．　McCann），微差方程式（イギリス，　B；M「

　Brown）．　　　　　　　　、

　　3蔀人の操作1人の追尾性能（イギリス，G・・　Gibbs），

　人め傳達かん敷（イギリヌ，工North）・　　　・　，

　　4部不連綾動作系；階段式剃御理論（ドイツ，H・
　Sartorius），その慮用（ドイツ，　R．　Oldenbourg），その

近似齋算（ドイツ・w・　Oppelt2・

　　第6月　1部水車の電氣油歴制御（スエーデン，A

　Garde）．　　　　　　　　　　　”．
　　2部　交流サー翁系ゐ設計（イギリス，D．　Morris）・

　　なお筆者るプロセス剃御の論文を寄稿した・諸論丈の　　t，t
　前刷は近く到着の豫是だから，いずれ緒介する機會があ

　ると思う．（6－25，／言己）’　　　　　　　　　　．

ソ聯における自動制御の研究”

　　　　　　　　　伊　澤　計　介

、　自動制御の研究はy聯でも最近10年ほどIZ）間に急に

　活濃になつたようだ。

　　自動制御理論はその根本で振動理論と相通ずるところ

　があるが，ソ聯でも非線型その他の振動の研究が以前か

　らあって，それを利用しでの自動制御理論カミ嚢表されて

・v・る。また自動制御のよさにつv・ては，Kolmogor6vが

　やつた定常不規則プロセス（StatiOnary　randOm　prOceSs）

　の考え方を不規則擾鼠に適用して，新しい襯黙に立つた

もの槻れてV）．る．’　’ @“・　一＋
　　今次大職中に國立の自動制御の研究所が設立され，さ

　らに，自動制御の專門誌Avtomatika　i　Telemckhanika　、

　が年6回獲行されているようであるが・資料の入手困難

　のためくわしいことはわからない．本稿は筆者の見るζ　　　・
　とのできた少敷の文献とアブスbラクト誌（Ma伽．琵廓

　とAppl．　Mech・Re彫）を参照して書いた9
　　振動の研究ことに非線型振動の硯究陵シ聯で亀かなり

多・・、Lk・がつて・この結果を鋼鯉縮の研aXrc利用
　した論文がだv・ぶある．た8えば，Andro簸ov，　Baut二n1，

2）3iどはBi・k・紳の鰻撫里罐クー・嘩擦やバ
　ックラッ．シュをSくん鐸制御系の解析に用いて安定性を

4
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